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小学部 

 

小学部では、性に関する指導のなかで『からだの清潔』『からだの発達』『生命の尊重』『対人関係と社会

生活』について学習しています。今回はプライベートゾーンの学習を紹介します。 

 

水着のイラストを使って、プライベートゾーン 

が大切であることを確認しました。そして、ク 

イズをしながらプライベートゾーンの 4つの約 

束を学習しました。 

 

                       

 

 

                          

                          

                           

                          

 

  

                         「ワンアーム」のフレーズとポーズを学習し、 

                         自分と相手との適切な距離を考えました。 

 

                                           

<絵本の紹介> 

 

プライベートゾーンや自分の体について学べる絵本を紹介します。 
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自分の体は自分のもので、相手の体は相手の

もの。どちらも大切であることや、相手の体

をさわるときには同意が必要なことなどが分

かりやすく書かれています。 

もうすぐ赤ちゃんが生まれる家族の話を通

して、自分の体には自分だけの大事なところ

「プライベートパーツ」があるということ

や、いやなことをされたら「いや」と言う、

その場を離れることなどを伝えています。 



中学部 

 

 各学年で「性に関する指導」の授業をおこない、思春期の身体と心の変化、守るべき約束やきまりなど

について学習しています。今回は、３学期に行った授業の様子をご紹介します。ご家庭での支援の参考に

していただけたらと思います。 

 

〇男子生徒のトイレでのマナー 

個別懇談において、「公共の場で臀部を出して排尿する」とのご相談をいただき、日常生活で十分に実

態を把握できていなかったことから、性教育の題材として取り上げました。股の前側（性器）だけでなく、

後ろ側（臀部）も「見えたら恥ずかしい部分」「見えてはいけない部分」であることを確認しました。イ

ラストを用いて「臀部が見えている場合」「見えていない場合」を比較し、どちらが望ましいかを考える

学習では、ほぼ全員が臀部（見えていない男子）を選ぶことができました。 

 その後、立って排尿する場面のイラストを用いて、「ズボンは前だけ下ろすこと」「衣服が濡れないよう

に性器を持つこと」の２点を具体的なポイントとして確認しました。 

 さらに、２人ずつ男性指導者とともにトイレへ行き、イラストを示したり言葉掛けをしたりしながら

実際に排尿姿勢について練習を行いました。適切な姿勢ができた際には、その都度認めて称賛し、成功体

験につなげています。 

 今後も日常生活の中で継続して言葉掛けを行い、望ましい行動が定着するよう支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

〇パーソナルスペース 

パーソナルスペースとは、他人に入られると不快に感じる自分の周りの空間のことを言います。友達

と仲が良いことはすばらしいことですが、他者に近付きすぎることなく、適切な距離を保ってコミュニ

ケーションをとることを身に付けなければなりません。今回の学習では、バスでの座り方や友達・知らな

い人の関わり方を例に、相手との適切な距離を考えました。 

 人にはそれぞれ安心できる距離があり、嫌な時は「いやだ」と伝えたり、その場を離れたりしてよいこ

とを確認しました。また会話する際はワンアーム（片腕分）の距離を目安にすることを学びました。 

 今後も日常生活の中で、適切な距離感が身に付くよう支援していきます。        

 

 

 

 

 



高等部 

 

 

高等部では、毎日の学校生活の中で「身だしなみチェック」や「相手

との適切な距離を知る」、パーソナルスペースについて学習しています。          

  －身だしなみについて－   

 「身だしなみ」とは、相手に良い印象を 

もってもらうための方法のひとつです。現 

場実習や将来社会に出ていく時のマナーと 

して普段の学校生活から身だしなみに気を 

つけましょう。 

保体・日生の時や朝の会などで身だしな 

みチェックリストを使って自分自身で身だ 

しなみを整える活動をしている学年もあり 

ます。 

 

  －パーソナルスペースについて－   

パーソナルスペースとは、「自分が相手との間に保とうとする適切な距離」という意味で

す。適切な距離には二つあります。一つは「心理的な距離」、もう一つは「物理的な距離」で

す。「物理的な距離」は自分と相手が何センチ離れているかということです。「心理的な距離」

は「物理的な距離」と違って目に見えないので非常にわかりづらいです。どちらの距離も相手

と自分がどのような関係（間柄）かによって変わってきます。 

○ 相手が異性か同性か。      ○ 相手があなたより年上か。 

○ 相手があなたのことをどのような関係（間柄）だと思っているか。 

 

 人との距離は何センチと決まっているわけではありません。相手との関係によってどれくら

いの距離を取るのかが変わってきます。感覚で距離を測るのは難しいですが、実際の社会生活

の中で相手の目の前で腕を伸ばすなどして測るわけにはいきません。 

社会では自分が心地よいと感じる距離よりも、相手が感じる適切

な距離を保てることが大切です。適切な距離を体で覚えること、そ

していつも相手との距離を意識できるようになることが大切です。 

 

参考：自閉スペクトラム症のある子への性と関係性の教育 

知的障害をもつ子どもの性教育・性の悩みＱ＆Ａ 

～ 身だしなみチェックリスト ～ 

①  昨日の夜、お風呂に入ったかな？ 

②  ひげや体をしっかりと洗ったかな？ 

③  今日の朝、顔を洗って歯をみがいたかな？ 

④  ひげは剃ったかな？剃りのこしはない？ 

⑤  爪は切っているかな？爪の中は汚れてない？ 

⑥  服装はきれいに着られているかな？ 

⑦  忘れ物はしていないかな？ 

⑧  ハンカチ・ティッシュは持っているかな？ 

⑨  お箸は持って帰って自分で洗っているかな？ 


